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1 耐震診断プログラム評価更新

1. 耐震診断プログラム評価更新時の変更点について
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1. 耐震診断プログラム評価更新時の変更点について

1 1 耐震診断プログラム評価更新1‐1. 耐震診断プログラム評価更新

• （一財）日本建築防災協会の鉄筋コンク（ 財）日本建築防災協会の鉄筋コンク
リート造耐震診断プログラム評価の更新
を行いましたを行いました。

評価更新後のプログラム名、評価証番号、有効期間は以下となります。

プ グ ム名 （ ）プログラム名 ： ＤＯＣ－ＲＣ Ｖｅｒ．８．１（２０１４）
評価証番号 ： Ｐ評価１１－改２－ＲＣ
有効期間 ： 平成３０年９月２日まで（平成２６年６月２７日から）
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1. 耐震診断プログラム評価更新時の変更点について

1 2 耐震診断プログラム評価版の出力1‐2. 耐震診断プログラム評価版の出力

耐震診断プログラムの評価範囲内の計算
を行った場合には、耐震診断計算結果の
表紙に評価証番号の他、下記の出力を行
いますいます。

① プログラム名：DOC‐RCと表示されます。
ただし、評価範囲外の場合は
DOC‐RC/SRCと表示されます。

② バージョン番号：Ver.8.1(2014)と表示され
ますます。
ただし、評価範囲外の場合はVer.8.1と
表示されます。
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1. 耐震診断プログラム評価更新時の変更点について

1 2 耐震診断プログラム評価版の出力1‐2. 耐震診断プログラム評価版の出力

下記に該当しない場合に 評価範囲内として計算を行い 該当する場合は 評価下記に該当しない場合に、評価範囲内として計算を行い、該当する場合は、評価
範囲外として計算を行います。

1. SRC造または、SRC造とRC造が混在している1. SRC造または、SRC造とRC造が混在している
2. 階数が6階を超えている
3. 鉄筋材質としてSD490が使用されている
4. 高強度せん断補強筋が使用されている
5. 補強部材が入力されている
6. Ｆ値が直接入力されている
7. 柱せん断耐力に直交壁を考慮するように指定されている
8. 低強度コンクリートのせん断終局強度の低減係数krを考慮するように指定され

ている
9. せん断終局強度計算式のM/Qdの下限値が0.6と指定されている

診断結果 表 ため 値指定がされ る10. 診断結果の表示のためのＦ値指定がされている
11. コンクリート強度が、Fc=13.5N/mm2未満、または30N/mm2を超えている
12. 鉄筋降伏点強度が、294N/mm2未満、または439 N/mm2を超えている
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1. 耐震診断プログラム評価更新時の変更点について

1 3 せん断終局強度計算時の引張鉄筋比pt1‐3. せん断終局強度計算時の引張鉄筋比pt
雑壁を含め、すべてのせん断終局強度計算に用いる引張鉄筋比Ptに0.1%の下限値を設定する
ように変更しました。ように変更しました。

柱なし壁(雑壁)のせん断終局強度

Ｑ u＝γ 









oewyr σσ ＋0 1･rＰw･0 85
Ｆc）（180.230.053rＰt

･ｔ･ｊ･ （N）Ｑsu＝γ




 


oewyr σσ ＋0.1rＰw0.85

0.12)Ｍ/(Ｑ･ 
･ｔ･ｊ･α （N）

ただし、１≦Ｍ/( Ｑ･ℓ) ≦３ 

ここに、 

ａw ：壁横筋断面積（mm2） 

Ｍ

rＰt ：端部補強筋引張鉄筋比 rＰt＜0.1 のときは、rＰt＝0.1 

rＰt＝ａt/( ｔ･ℓ)×100（％） 

ａt ：入力した壁の端部補強筋断面積（mm2） 

壁厚さ（ ）
Ｑ

Ｍ
 ：せん断スパン（mm） 

ｊ ：応力中心間距離＝0.8ℓ（mm） 

σoe ：圧縮応力度（N/mm2） 

ｔ ：壁厚さ（mm）

ℓ ：壁の全長（mm） 

rＰw ：壁横筋比＝
t･s

wａΣ
 

γ ：開口低減率 α ：コンクリートの種別による低減係数 

 普通コンクリート:1.0 軽量１種、２種:0.9 

軽量３種、４種:0.8 
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1. 耐震診断プログラム評価更新時の変更点について

1 3 せん断終局強度計算時の引張鉄筋比pt1‐3. せん断終局強度計算時の引張鉄筋比pt

せん断終局強度決定時のPtが0.1%を下回る場合には、

耐震診断表の評価範囲内メッセージに「せん断終局強
度決定時の引張鉄筋比ptが0 1％を下回っている部材度決定時の引張鉄筋比ptが0.1％を下回っている部材
があります。pt=0.1％として、計算を行いました。」のメッ
セージ出力を行います。
なお、柱と壁が連続する場合のせん断終局強度はQsu1
～Qsu4で最大となったせん断終局強度を採用しますが～Qsu4で最大となったせん断終局強度を採用しますが、
Pt下限値のメッセージ出力の対象とするのは、採用され
たせん断終局強度(最大となったせん断終局強度)のPt
のみとします。
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1. 耐震診断プログラム評価更新時の変更点について

1 3 せん断終局強度計算時の引張鉄筋比pt1‐3. せん断終局強度計算時の引張鉄筋比pt

該当部材について確認される場合は、2次耐震診断
計算終了後計算終了後
[耐震診断]→[CSV形式出力一覧]→[せん断終局強度
Qsu一覧]で確認できます。

表計算プログラムでCSV形式フ イルを確認されてい表計算プログラムでCSV形式ファイルを確認されてい
る場合には、表計算プログラムの検索機能で『0.0』と
検索するなどの方法により、0.1%未満のptを確認し
てください。

9操作：［耐震診断］→［CSV形式出力一覧］→［せん断終局強度Qsu一覧］



1. 耐震診断プログラム評価更新時の変更点について

1 4 せん断終局強度計算時のせん断スパン1‐4. せん断終局強度計算時のせん断スパン
柱と壁が連続する場合のせん断終局強度計算時、連続する壁を無視し、独立柱とした場合の強度(Qsu3)のせん
断スパンはhco、柱を無視した雑壁の強度(Qsu4)のせん断スパンはhwoとしていましたが、耐震診断基準に適合す

 
スタート 

( )
るように、Qsu3、Qsu4計算時のせん断スパンに、hcwoを用いるように変更しました。このため、Qsu1～Qsu4のいず
れの場合も、せん断スパンはhcwoとなります。

No Yes 
そで壁長さが 

計算に考慮する指定長さ以上 

(指定長さ省略時 10㎝) 

せん断終局強度Ｑsu＝max(Ｑsu1､Ｑsu2､Ｑsu3､Ｑsu4) 

Ｑ 1 そで壁せん断終局強度式による

反曲点高さｈcwo の計算 

Ｑsu1：そで壁せん断終局強度式による

Ｑsu2：等価な壁厚の耐震壁として算定する 

Ｑsu3：そで壁無視で柱のせん断終局強度式による 

Ｑsu4：柱型無視で壁せん断終局強度式による 

Ｑsu1 Ｑsu2 Ｑsu3 

Ｑmu の計算

Ｑsu4 
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Ｑmuの計算

そで壁付柱 独立柱扱い 独立柱 壁扱い 


